
















ネットワーク(略して. N. N) フィルタを用い背景雑音を検出し その分散値により改陣























































Fig.2 Structure of detectioD system 
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Fig.3 Structure of neural network filter 
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Fig.4 Structure of neural network 
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2. 4 相互情報量
相E情報量とは，事皐 A(確率変数 a.確率密度関数 九(a))と事象 B(確率変数 b.確率密度関














Hい)--k P.{a )'Iogp.{a) 
lI(a，b)--"k p..(a，b )'logP.(a，b) ( 3 ) 
ここで， 九B(a，b) は同時確率である.







Fig.6 Pressure valve and electromagnetic 
valve in experiments 







3 . 2 実験結果
品初に ニューラルネットワークフィルタに通さず，音響信号からそのまま相互情報
実験は Fig.lに示すパルプ装置のゴムパッキンに Q.5mmの傷があるも量を求めてみる.
のを用い， 空気圧は， 。IMPaから 0.5MPaまで変えて行った. O.IMPa， 0.2MPa， 0.3MPa，. 
0.4MPa，O.5MPaと別々に連続で 100サンプルを取り，式 (3)により相互情報量を計算する。
結果を Fig.8(a)に示す.またゴムパッキンに1.5mmの傷があるものも同織に相互情報量
を求め，結果を Fig.8(b)に示す.F ig. 8の音響サンプル音の強さは， Tab 1 e 1で示される.
Fig.8より. O.5mmの傷があるもの， 1. 5醐の傷があるもの両方とも圧力が上昇すると
相互情報量が下がることがわかる.しかし. O.5mmの傷があるものは 0.3MPa以上の圧力
を加えないと相互情報量が下がらず，漏れ音を検出するのは難しい.































































A case of 1.5mm crack 
Fig.8 Mutual information series (bdore N.N r i1e r)
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Table I Sound level of sa固ples
(a) A case of 0.5111皿 crack
宮 0.3
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( b) A case of l.5mm crack 
Fig.9 Mulual infor回ationseries (arter N.N filter) 
そこで. N.Nフィルタで背景雑音を 7db分だけカットして S/N比の割合を変えることによっ
て，相互情報量を求めてみることにした.そのグラフを Fig.10に示すo O.5mmの傷があるもの
Fig.10の(a)より. N. Nフィルタで 7db分だけカットすることにより O.2MPaの漏れ音，つまり
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(b) A case of 1.5mm crack 
Fig.l0 Mutual information series (after N.N filter(・7db))
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( 1 )フィルタを用いなくても相互情報量だけで S/N比 0.93以上の漏洩音を検出できる.
(2) N.Nフィルタを用いることにより .S/N比 0.9以上の漏洩音が検出できるまで精度を上げる
ことができる.
本方法は S/N比が 0.9以上の音でも漏捜している事をやj別でき，本方法の有効性が確認できた.
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